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業績予想修正について

（百万円）

【売上高について】

半導体資材事業にてサプライチェーン上における再度の在庫調整局面となり当社スペーサーテープの出
荷が減少しました。衛生検査器材事業においては、第１四半期に一部の大口顧客向けの販売が低調で
あったことから減収となりました。

【利益について】

売上高が減少したことに加え、原材料価格の値上がりが継続していること、並びにそれらの上昇を販売価
格に適時に織込むことが難しいことなどが影響し利益を圧迫する結果となりました。

引き続き半導体資材事業製品のＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）業界以外への展開や、衛生検査器材
事業における更なる拡販活動、高騰している材料価格の販売価格への転嫁などの挽回策を急ピッチで進
めておりますが、下半期において十分な効果の実現が困難であると判断し、通期連結業績予想の修正を
させていただきます。

【通期業績予想修正値】

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 3,300 170 150 100 22円62銭

今回修正予想（Ｂ） 3,100 30 15 1 0円23銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △200 △140 △135 △99

増 減 率（ ％ ） △6.1 △82.4 △90.0 △99.0

（ご参考）前期実績
（2024年3月期）

3,175 64 78 △244 △55円27銭



●半導体資材事業、衛生検査器材事業の減速により減収となった
●減収に加え原材料価格の上昇を販売価格に適時に織込むことが難しいことな

 どが影響し減益となった
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（単位：百万円）

全社連結業績

2024年3月期
第2四半期

2025年3月期
第2四半期

増減率

売上高 1,699 1,652 ▲2.7%

売上総利益
763 664 ▲13.0%
44.9% 40.2%

営業利益
127 47 ▲62.9%
7.5% 2.9%

経常利益 141 38 ▲72.8%

中間純利益 104 24 ▲76.6%
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売上高 売上総利益 販管費 営業利益

・半導体資材  ：  9.1％減収
・衛生検査器材：  2.6％減収
・PIM               ：63.2％増収 

・減収による悪化
・原材料費の高騰と販売価格への
 転嫁の遅れによる率の悪化
・売上総利益率40.2％

・PIM事業開発設備の減価償却減
・業務効率向上による残業費等削減

販管費は削減したものの売上高・売上総利益の悪化により営業利益は大幅な減益

46百万円減

99百万円減

80百万円減

18百万円減

（単位：百万円）

2025年3月期2Q収益サマリー
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・売上総利益悪化による影響
・販管費は減少したものの売上総利
  益の悪化を吸収できず大幅な減益
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下半期において原材料価格の高騰、液晶パネルの需要減少に対する挽回策の十分な
効果の実現が困難であると判断し、当期業績予想を修正

（百万円）売上高 営業利益

3,175 3,100 127

47

進捗率

156.7%

進捗率

198.4%

進捗率

53.3%
進捗率

53.5%

※2024年3月期は実績値 ※2024年3月期は実績値

今期計画に対する進捗
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●2Q以降サプライチェーン上における再度の在庫調整局面に入り減少傾向
●ＦＰＤ業界とは異なる市場への用途開発並びに営業活動を実施

9.1%減収・29.0%減益（単位：百万円）
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半導体資材出荷数量推移
（千ｍ）

１Qにおいて出荷数量は大幅に回復したが、２Qは需要が減速し低調となった
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２．衛生検査器材事業
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●1Qに発生した一部大口顧客向けの販売低調による影響により減収
●PS（ポリスチレン）材の価格は高止まりが続いており、製造合理化による原価

 低減、販売価格の引き上げによる挽回を継続

2.6%減収・39.5%減益（単位：百万円）



簡易型微生物検出用培地『aS-Medium』発売
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多数の顧客へサンプルを出荷するなど拡販活動中

昨今の食品安全への意識の高まりから
より簡便に熟練者でなくても細菌検査の
実施が求められている

そのような背景によりatect独自の簡易型
培地『aS-Medium』を開発し販売を開始

■認証機関（AOAC）の認証取得済み
■特許取得済み（特許第7470462号）
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３．PIM事業
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●主力製品であるＰＩＭ用バインダー、産業機器向け部品の販売は好調に推移

●自動車用ターボ部品の量産出荷の再開もあり２Qでの売上高は過去最高
●１Qに発生した研究開発費の増加により減益

63.2%増収・63.7%減益（単位：百万円）

過去最高



WORLD PM2024 YOKOHAMA に出展
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アテクトブースへも沢山のお客様に
お越しいただきました！

新たなビジネスへの展開に取組んで
まいります。



本資料に関するお問い合わせ

株式会社アテクト 事業管理部 ＩＲ担当 
TEL：0748-20-3400
E-mail：ir@atect.co.jp

当資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略などに関する情報は、当資料の
作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内で行った
判断に基づくものです。

しかしながら実際には、通常予測し得ないような特別事情の発生または通常予測し得ないような
結果の発生などにより、当資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。

当社は、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努めてま
いりますが、当資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれも
お控えになられるようお願いいたします。

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複製、転送等をおこなわれないようにお願いいたします。

免責事項
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